
 

概要の説明 
有名絵画と歴史の関わりについての探究
学習を⾏うというテーマを提⽰する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【世界史探究】 

〜ClassPad.net の同時編集機能・リンクふせんを活⽤する〜 

絵画の特徴を、歴史的背景を通じて理解・探究する授業 
政治上の出来事が社会や経済に与える影響を⽂化を通じて捉えるとともに、探究の流れを確認する。 

 

 

 

 

 

   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

ClassPad.net での操作 授業の流れ 

【本授業の⽬的・狙い・到達⽬標】 
教師向けの⽬標：戦争などの政治上の出来事が、社会や経済に与える影響を理解させる。⼀度は⾒

たことがあるような有名絵画と歴史の関わりの奥深さを伝える。 
⽣徒向けの⽬標：政治上の重要出来事を正確に理解し、その社会的影響の理解に繋げる。  

【ClassPad.net 活⽤によるメリット】 
・⽣徒の理解促進  ：重要語句や内容の閲覧が容易で、思考⼒を養う時間をより多く確保することが

できる。 
・⽣徒の集中⼒アップ：動画や画像コンテンツによる紙⾯以上の情報量をもとに視覚的にイメージを膨

らませることで、⽣徒たちをより集中させることができる。 
・個別最適学習の促進：各⽣徒の端末上で、誌⾯よりも詳しく絵画や史料などを確認、考察できる機会

が提供されることで、その後の個別学習への応⽤が期待される。 

step1 



絵画の確認 
ダ・ヴィンチ、ドラクロワ、フェルメー
ルの絵画の画像と、それらの実物を⾒て
いる様⼦を動画で確認し、気づいたこ
と、疑問に思うことなどを問う。 
その際、絵画の技術的な点や専⾨的な点
（筆使いや構図など）ではなく、パッと
⾒た印象や気づきなど、素朴な視点でよ
いということを伝える。 
〈予想される回答〉 
・絵画の⼤きさが極端に異なる 
・モチーフが三者三様 など 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
当該時期の歴史を確認 
ほぼ全員が疑問に思うであろう「絵画の
⼤きさの違い」に着⽬して、フェルメー
ルの絵画が⼩さい理由について情報収集
してもらうことを伝える。 
その前段階として、フェルメールにゆか
りのあるオランダについて書かれた、教
科書 P.209 L.2〜19（東京書籍の場合の
ページ）を⽣徒に読ませ、要点をクラス
全体で共有する。 
また、次に⾏うグループワーク⽤にグル
ープ分けをし、代表者も決定する。 
 
 
グループワーク 
クラスをグループに分け、情報収集させ
る。 
各グループには、配布したデジタルノー
ト上の資料だけでなく、EX-word 機能や
Web 検索なども利⽤させ、解答までの論
理をきちんと補強するよう指⽰する。 
※Web 検索に関しては、即座に理由が発

覚するケースを考慮して、グループワ
ークを段階形式で⾏ったり、「市⺠」
「貿易」の語句をキーワードに設定し
て内容をまとめさせるなどの⼯夫を導
⼊したりするとよい。 

 
 
発表 
step 4で作成したデジタルノートをもと
に、各グループが考察結果を発表。 
発表を聴く側の⽣徒にはフィードバック
シートに感想やアドバイスなどを記⼊す
るよう促す。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
ファイルふせんを活⽤し、絵画を提
⽰する。 
また、リンクふせんを活⽤し、動画
を通して絵画の⼤きさを実感させ
る。 
〈YouTube 動画〉 
■「#03「最後の晩餐」(レオナル
ド・ダ・ヴィンチ)〜世界で⼀番近い
名画 | BSテレ東」 
(https://www.youtube.com/watch?v
=zizIdsSZfpo&t=73s) 
■「#05「⺠衆を導く⾃由の⼥神」
(ウジェーヌ・ドラクロワ)〜世界で
⼀番近い名画 | BSテレ東」 
(https://www.youtube.com/watch?v
=VNgGVkKlfUo) 
■「#02「真珠の⽿飾りの少⼥」（ヤ
ン・フェルメール） 〜 世界で⼀番
近い名画 | ＢＳテレ東」 
（https://www.youtube.com/watch?v
=YA4nNvDiwNo&list=PL2YBFVHo
WdibS7QKE0T99Lwy907fZLNQF&i
ndex=12） 
 
 
テキストふせんなどを通じて、教科
書本⽂の要点やポイントをまとめた
内容を画⾯で共有し、考察するうえ
で重要となり得る部分を⼿描き機能
などを活⽤して明⽰する。 
また、ここまでに⽰した各種ふせん
がそろったデジタルノートを、各グ
ループの代表者に配布する。 
 
 
 
 
 

 

代表者に配布されたデジタルノート
を利⽤し、グループごとに同時編集
機能を⽤いて取り組ませる。また、
各グループが⾒つけた Webサイトの
URL を貼り付けたリンクふせんや
EX-wordふせんなどを、デジタルノ
ート上に整理して配置させる。 
その際、根拠から解答までが論理的
になるよう、スライドショー機能で
繋ぐ順番に留意させる。 
 ※Ex-word 機能は有償になります。別途ご

購⼊いただくことでこの機能はご利⽤い
ただけます。 

 
 
発表には電⼦⿊板やプロジェクター
を利⽤。 
発表後にはいくつかのグループから
意⾒を求め、全体に共有する。 
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解答例提⽰・まとめ 
各グループの発表と意⾒交換が済んだ
ら、解答例と関連する重要内容を確認。
加えて、今回の内容のまとめを通じて、
「問いの設定 → 情報収集 → 情報分
析・考察 → 発表など」といった探究学
習の流れを⽰し、今後の学習内容にどの
ように応⽤させることができるのかを明
⽰する。 
 
 
宿題 
グループに寄せられたフィードバックシ
ートを読み込み、考察や発表における改
善点を記述することを宿題として課す。 
 
 
 
 
 
 
 
参考・補⾜ 
歴史と絵画の関わりに関連して、ビザン
ツ美術（ビザンティン美術）の特徴を調
べ、その特徴に対して⾃ら問い（なぜそ
の特徴が⽣まれたのか、など）を設定し
て情報を収集し、考察するよう促す。 
問いが設定される特徴としては、 
・モザイク 
・フレスコ画 
・イコン 
などが挙げられる。⾃ら問いの設定が出
来ない⽣徒から助けを求められたら、こ
れらを教員から提⽰してもよい。 
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テキストふせんと EX-word 機能など
を活⽤して項⽬を表⽰する。 
 ※Ex-word 機能は有償になります。別途ご

購⼊いただくことでこの機能はご利⽤い
ただけます。 

 
 
 
「リンクふせん」を活⽤し、動画を
通して絵画の⼤きさを実感させる。 
〈YouTube 動画〉 
■「#03「最後の晩餐」(レオナル
ド・ダ・ヴィンチ)〜世界で⼀番近い
名画 | BSテレ東」 
(https://www.youtube.com/watch?v
=zizIdsSZfpo&t=73s) 
■「#05「⺠衆を導く⾃由の⼥神」
(ウジェーヌ・ドラクロワ)〜世界で
⼀番近い名画 | BSテレ東」 
(https://www.youtube.com/watch?v
=VNgGVkKlfUo) 
 
 

 

グループごとに新規のデジタルノー
トを作成させ、「同時編集機能」を
⽤いて取り組ませる。また、各グル
ープが⾒つけた Webサイトの URL
を貼り付けた「リンクふせん」や
「EX-word」ふせんなどを、デジタ
ルノート上に整理して配置させる。 
その際、根拠から解答までが論理的
になるよう、スライドショー機能で
繋ぐ順番に留意させる。 
 ※Ex-word 機能は有償になります。別途ご

購⼊いただくことでこの機能はご利⽤い
ただけます。 

 
 
 
 
発表には電⼦⿊板やプロジェクター
を利⽤。 
発表後にはいくつかのグループから
意⾒を求め、全体に共有する。 
 
 
 
 
 
デジタルノートの URL を回収し、教
員が電⼦⿊板やプロジェクターで映
しながら簡単な講評や各グループ発
表内容の添削、補⾜事項の解説を⾏
う。また、⽣徒に書いてもらったフ
ィードバックシートは、授業⽀援機
能を⽤いて各グループに送信させ
る。 
 

 
デジタルノートの URL を回収し、教
員が電⼦⿊板やプロジェクターで映
しながら簡単な講評や各グループ発
表内容の添削、補⾜事項の解説を⾏
う。 
 
 
 
 
 
 
⽣徒に書いてもらったフィードバッ
クシートは、授業⽀援機能を⽤いて各
グループに送信させる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
取り組ませる場合は、step4 と同様に
デジタルノートにまとめさせて URL
を回収し、フィードバックするとよ
い。 
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